
 
 
 
 
 
 
 臨時休業が終わり、やっと授業をスタートすることができました。しかし、油断しては
いけません。新型コロナウイルスは、消滅したわけではありません。皆さんでしっかりと
感染症予防対策に取り組み、新しい生活様式を確立していきましょう。 
 あるドラマで「神様は、私たちに乗り越えられない試練は与えない」と言っていました。
つまり、どんなに辛い状況であっても、あきらめない限り、私たちは必ず立ち上がること
ができるのだと。そのために、精一杯の工夫や努力をしていくことが大事なのだというこ
とです。 
 もう一つ、イギリスの映画俳優、映画監督、コメディアンであるチャールズ・チャップ

リンをご存じでしょうか。彼の言葉に、こんなものがあります。 
「下を向いていたら、虹を見つけることは絶対にできない」 

どうですか。今の私たちに、元気を与えてくれる名言だと思いませんか。 
 さあ、６月スタート。みんなでできることを一生懸命に打ち込んでいきたいと思います。 
 まずは、朝のあいさつ、笑顔を大切にしていきましょう。先の見えない時代、新型コロ
ナウイルスで世界中の人々が苦しんでいるとき、私たち一人一人も何をすべきかを考え、
行動していきましょう。                     （校長 永田悦也） 

 

自他を認め合い 学び合う生徒の育成 

  名古屋市学校教育の努力目標「なかまと学び 夢を創る」を受け、本校は「自他を認め合い
学び合う生徒の育成」を学校努力点として設定し、実践をすすめていきます。学習指導で

は、ＩＣＴを活用するなど生徒のやる気を引き出し、スモールステップを取り入れて基礎
・基本の定着を図り、自信をもつことができるようにします。また、なかまなビジョンの
学習過程(めあてをつかむ→自分の考えをもつ→仲間と対話する→まとめる→振り返る)を
繰り返し行い、自分の考えをしっかり発言したり相手の発言を傾聴したりして、自分の考

えを深めることができるようにします。 

 学校生活では、朝や帰り、授業の始まりや終わり、人に会った時など、自分から挨拶す
ることを心掛け、相手の発言に耳を傾け、思いやりの気持ちをもって学校生活を送ること
ができるようにします。また、道徳科の授業や行事の場面で認め合う活動を多く取り入れ、
自他を大切にするとともに、何事にも自ら進んで行動できるようにしていきます。 
 

 
４月６日（月）に始業式、７日(火)に入学式を行い、

新入生１２６名を新たに富田中ファミリーとして迎
え、令和２年度が始まりました。 
学校長は式辞の中で、２、３年生には「勉強、部活

動、人との関わりといった日々の当たり前を大切に」、
新入生には「夢や希望、仲間、何事にもやり抜くこと
を大切に」と、それぞれ呼びかけました。新入生代表生徒は「中学生としての自覚と責
任をもち、仲間と助け合いながらやるべきことをしっかりとやっていく」と、堂々とし
た態度で立派に誓うことができました。 

 ※ 本年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、様々な行事や取組が中止や内容の
変更を余儀なくされております。後日配付されます行事予定等も、状況や指示に応じ
て随時変更になる場合がございます。ご理解とご協力をいただければ幸いです。 
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